
平成１８年（２００６年）１１月１４日発行－５－　　（２０８号） 議 会 だ よ り

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

�
子
ど
も
た
ち
が
、
一
流
の
文

化
芸
術
に
ふ
れ
た
り
、
芸
術
家
と

の
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
は
、

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
東
京
都
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
育
む

事
業
と
し
て
、
２
０
０
４
年
か
ら

「
子
ど
も
向
け
舞
台
芸
術
参
加
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
芸
術
家
が
学
校

を
訪
問
し
て
行
う
特
別
授
業
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
事

業
を
小
金
井
で
も
行
わ
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

積
極
的
に
東
京
都

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　

�
今
年
４
月
か
ら
市
立
美
術
館

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
は
け
の

森
美
術
館
」
を
お
お
い
に
活
用
し

な
い
か
。
現
在
あ
る
施
設
を
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
く
か
、
芸
術
の
発

文
化
芸
術
で
子
ど
も
た
ち

文
化
芸
術
で
子
ど
も
た
ち

の
心
を
豊
か
に
育
む

の
心
を
豊
か
に
育
む

信
を
し
て
い
く
か
が
大
事
で
あ
る
。

�
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
考

え
な
い
か
。
�
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
発
表
の
場
を
、
提
供
し

な
い
か
。

　

市
民
部
長　

�
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
は
充
分
に
可
能
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。
�
今
後
、
検
討
を
重

ね
て
ま
い
り
た
い
。

■
そ
の
他
に
�
小
学
校
、
中
学
校

に
お
け
る
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

�
小
学
校
に
高
齢
者
を
招
い
た
給

食
時
間
を
使
っ
て
の
交
流
を
拡
充

し
な
い
か
と
質
問
を
行
っ
た
。

耐震化が進む小・中学校

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
構
想

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
構
想

導
入
に
向
け
て

導
入
に
向
け
て

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

�
平
成　

年
度
よ
り
市
立
小
学

１８

校
６
年
の
宿
泊
体
験
学
習
が
２
泊

３
日
か
ら
３
泊
４
日
と
泊
数
を
多

く
と
り
、
現
地
で
の
体
験
が
豊
富

に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�
武
蔵
野
市
の
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
に
学
び
泊
数
の
延
長
を
図
れ
な

い
か
。
�
清
里
少
年
自
然
の
家
の

野
外
調
理
施
設
、
水
道
設
備
の
増

設
を
図
れ
な
い
か
。
�
環
境
教
育

の
推
進
や
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー

対
策
と
し
て
も
有
効
と
の
国
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
が
確
固
た
る
予

算
的
な
裏
づ
け
を
国
や
都
に
求
め

て
い
か
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

�
更
に
内
容
を
充

実
す
る
よ
う
検
討
す
る
。
�
生
涯

学
習
課
と
連
携
協
力
し
改
善
す
る
。

　

市
長　

�
国
も
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
の
あ
る
事
を
発
言
す
る
。

　

�
ご
み
ゼ
ロ
化
推
進
会
議
が　
１０

月
か
ら
発
足
す
る
。
�
会
議
の
推

進
予
定
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
。

�
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

環
境
部
長　

�
９
月
に
準
備
会
、

　

月
に
設
立
総
会
を
予
定
し
、
減

１０量
意
識
向
上
の
啓
発
活
動
が
重
要
。

　

企
画
課
長　

�
こ
れ
ま
で
も
環

境
部
の
方
で
導
入
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
と
答
弁
を
し
て
い
る
が

場
所
が
多
岐
に
渡
る
為
、
企
画
課

で
検
討
し
早
い
時
期
に
導
入
す
る
。

■
他
に
薬
物
乱
用
防
止
を
質
問
。

広
場
事
業
、
一
時
保
育
、

広
場
事
業
、
一
時
保
育
、

児
童
扶
養
手
当
の
拡
充
を

児
童
扶
養
手
当
の
拡
充
を

�
私
立
で
利
用
が
少
な
い
の
は
保

育
料
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
か
な
と
思
う
。
私
立
へ
の
補
助

は
４
時
間
以
内
だ
と　

円
、
そ
れ

９００

以
上
だ
と
千　

円
の
補
助
を
東
京

８００

都
と
小
金
井
市
で
行
っ
て
い
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
児
童
扶
養

手
当
の
国
か
ら
市
へ
の
補
助
金
が

大
幅
に
減
ら
さ
れ
た
。
小
金
井
市

は
地
方
交
付
税
も
不
交
付
団
体
に

な
り
市
財
政
に
圧
迫
を
加
え
て
い

る
。
市
長
会
で
は
児
童
扶
養
手
当

は
全
額
国
が
負
担
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
市
独
自
補
助
は
困
難
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

幼
稚
園
に
入
る
前
の
０
歳
か
ら

２
歳
の
子
育
て
中
の
方
を
ど
う
支

援
す
る
か
が
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。

�
東
児
童
館
の
広
場
事
業
の
拡
充

の
計
画
は
。
�
同
じ
認
可
園
の
一

時
保
育
で
、
公
立
は
一
日
一
人
４

千
円
だ
が
、
私
立
は
一
時
間
千
円

程
度
と
格
差
が
あ
る
。
私
立
の
補

助
を
拡
充
す
る
べ
き
。
�
こ
の
間

の
国
の
制
度
改
悪
で
母
子
家
庭
に

対
す
る
制
度
が
一
番
後
退
し
て
い

る
。
児
童
扶
養
手
当
の
支
援
充
実

を
す
る
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
広
場
事

業
は
現
在
午
前
中
だ
け
だ
が　

月
１１

か
ら
一
日
中
行
い
、
発
達
相
談
や

専
門
相
談
を
月
２
回
行
う
な
ど
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
補
完
的
役

割
を
担
っ
て
い
く
様
に
し
た
い
。

避
難
所
に
小
中　

校
、
福
祉
施
設

１４

は
生
活
弱
者
に
。
�
病
院
７
、
店

舗　

。
耐
震
化
は
都
条
例
で
対
処
。

１４
�
勤
務
中
で
は
災
害
対
策
本
部
設

置
、
担
当
部
長
は
関
係
官
署
に
連

絡
。
高
齢
者
千　

世
帯
は
安
否
確

８２３

認
や
必
要
対
策
を
行
う
。
勤
務
外

で
は
緊
急
初
動
態
勢
を
と
る
。

　

教
育
部
長　

�
完
了
５
校
、　
２０

年
度
末
に
全
小
中
の
内
９
校
完
了
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
対
象
は
１

万
１
千
戸
。
補
正
予
算
に
診
断
料

５
万
、
改
修
費　

万
円
補
助
計
上
。

３０

　

市
民
部
次
長　

�
耐
震
改
修
で

固
定
資
産
税
は
２
分
の
１
減
額
。

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

多
摩
直
下
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
６
・
９
）
発
生
で
小
金
井
市

内
の
被
害
は
死
傷
者
、
倒
壊
消
失

建
物
等
多
数
と
都
防
災
会
議
が
発

表
。
�
事
前
の
被
害
最
少
限
化
対

策
で
�
防
災
拠
点
等
に
す
る
公
共

建
物
の
数
と
耐
震
補
強
策
は
。
�

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
状
況
は
。

�
多
数
集
客
の
民
間
大
型
病
院
・

店
舗
の
場
合
は
。
�
個
人
住
宅

（
昭
和　

年
５
月
前
建
築
）
の
耐

２６

震
化
率
を
９
割
に
す
る
た
め
税
対

策
は
。
�
発
生
直
後
の
避
難
者
４

千
人
、
２
日
目
１
万
人
以
上
と
高

齢
者
や
障
害
者
の
救
助
等
は
。

　

市
長　

�
公
共
施
設
は
普
通
の

耐
震
よ
り
強
度
だ
が
補
強
が
必
要
。

学
校
は
耐
震
補
強
を
先
に
行
う
。

　

総
務
部
長　

�
本
庁
舎
を
拠
点
、

切
迫
し
て
い
る
多
摩
直
下

切
迫
し
て
い
る
多
摩
直
下

地
震
の
安
全
対
策
を
問
う

地
震
の
安
全
対
策
を
問
う

芸術発信の場として望まれる公共施設

（仮称）市民交流センター建設予定の駅前

（
仮
称
）

（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
命
名
権
導
入
を

に
命
名
権
導
入
を

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
公
共

施
設
に
命
名
権
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
施
設
管
理
者
に
と
っ
て
は

収
入
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
企
業
に
と
っ
て
は
名
称
が
露

出
し
、
宣
伝
効
果
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
駅
前
に

予
定
し
て
い
る
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
は
立
地
条
件
や
中
央
線
通
過
客

が
１
日　

万
人
あ
る
こ
と
よ
り
、

３０

宣
伝
効
果
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

因
み
に
渋
谷
公
会
堂
は　

月
リ
ニ

１０

ュ
ー
ア
ル
時
に
命
名
権
を
契
約
期

間
５
年
、
契
約
金
額
年
間
５
千
万

円
以
上
で
公
募
し
ま
し
た
。
�
命

名
権
導
入
に
つ
い
て
。
�
北
側
壁

面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
名
を
入
れ
る
こ

と
は
可
能
か
。
�
通
過
列
車
か
ら

の
視
界
は
。
�
実
現
へ
向
け
導
入

調
査
は
。

　

市
民
部
長　

�
平
成　

年
末
完

２０

成
に
向
け
、
先
進
自
治
体
の
導
入

状
況
等
を
調
査
の
上
、
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。
�
広
さ
は
約

　

�
、
十
分
に
可
能
で
す
。
�
費

２００用
対
効
果
を
踏
ま
え
、
実
現
へ
向

け
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
・
通
過
列
車
か
ら
北
側
壁

面
の
視
界
は
確
保
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

■
そ
の
他
に
「
職
員
互
助
会
制
度

を
早
急
に
見
直
し
す
べ
き
で
あ

る
」
と
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
実
施
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

�
検
討
委
員
会
の
議
論
を
活
性
化

す
る
た
め
に
、
障
害
福
祉
課
以
外

の
子
ど
も
関
係
担
当
課
の
出
席
を
。

�
教
師
の
負
担
を
考
え
た
場
合
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
人
員
が
必

要
だ
が
配
置
の
見
通
し
は
。
�
養

護
学
校
に
通
う
子
ど
も
が
普
通
学

校
と
交
流
す
る
に
は
、
移
動
な
ど

の
人
員
配
置
の
責
任
は
ど
こ
が
持

つ
の
か
。
�
特
別
支
援
教
育
や
個

別
支
援
計
画
の
受
入
れ
は
強
制
せ

ず
、
普
通
学
級
在
学
の
選
択
も
認

め
る
べ
き
。
�
多
摩　

市
中
の　

２６

１４

市
で
普
通
学
級
に
通
う
障
害
児
の

た
め
に
公
費
で
介
助
が
行
わ
れ
て

い
る
。
市
長
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、

特
別
支
援
教
育
も
含
め
、
多
様
な

教
育
を
障
害
児
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
公
費
に
よ
る
介
助
を
。

　

教
育
部
長
�
今
年
度
末
に
検
討

委
員
会
の
答
申
を
得
て
、
平
成　
２０

年
度
実
施
を
目
標
に
来
年
度
は
で

き
る
事
か
ら
行
う
。
検
討
委
員
会

答
申
素
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
実
施
す
る
。
�
検
討
委
員
会

の
意
向
に
任
せ
る
。
�
�
国
や
都
、

先
進
市
の
動
向
を
見
る
。
�
特
別

支
援
教
育
の
意
義
、
学
校
の
支
援

体
制
な
ど
に
つ
い
て
継
続
的
に
理

解
、
協
力
を
求
め
て
い
く
。

　

市
長　

�
検
討
、
研
究
す
る
。

■
こ
の
他
に
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。


